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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成１７年５月２３日に公表した中間業績予想を下記のとお
り修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 
 

記 
 
 
１．平成１８年３月期連結中間業績予想数値の修正（平成１７年４月１日～平成１７年９月３０日） 

（単位：百万円、％） 
 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 
（平成１７年５月２３日発表） １７,５００ △９５ △１１０ 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） １７,６７１ ９ △１１２ 

増   減   額 （Ｂ―Ａ） １７１ １０４ △２ 

増     減     率    １.０％  ― △１.８％ 

前中間期（平成１６年９月期）実績 １８,５５５ ８９ △２ 

 
２．平成１８年３月期個別中間業績予想数値の修正（平成１７年４月１日～平成１７年９月３０日） 

（単位：百万円、％） 
 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 
（平成１７年５月２３日） １７,０００ △１００ △１１５ 

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） １６,５６６ △１８ △３ 

増   減   額 （Ｂ－Ａ） △４３４ ８２ １１２ 

増     減     率    △２.６％    ８２.０％  ９７.４％ 

前中間期（平成１６年９月期）実績 １８,１１５ ６２ △４２ 
 
 



３．理由 
（１）連結中間業績予想の修正理由 
   売上高の増加は、不動産事業売上の増加によるものであります。 

経常利益の増加につきましては、変更等により工事採算が好転したこと及び為替差益に 
よるものであります。中間純利益の減少は連結子会社において減損会計を適用したこと 
により減損損失を計上したためであります。 

 
 
（２）個別中間業績予想の修正理由 
   売上高の減少は、一部の長期大型工事において工程の遅れが発生したことによるもので 
   あります。経常利益の増加につきましては連結業績予想と同じ理由によるものでありま 
   す。中間純利益は投資有価証券の売却に伴う利益計上によるものであります。 
 
 
   なお、通期の業績予想につきましては、１１月１８日に予定しております中間決算発表

時に公表いたします。 
 
                                       以 上 
 
 
 
 
 
 


